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春休み宿題号 

 今回の学年通信『翠巒』では，学年主任の言葉，春休みの宿題を掲載しております。 

 

行事の多い第２学年が終了しました。皆さんは、部活動・学校行事でも責任の重い役割を担

うようになりました。入学して間もない頃と比べて、ずいぶん、しっかりした顔を見て、この

年代の歳月の重みを感じます。 

さて、それにつけても、「けじめ」ということでは残念な学年末になってしまいそうです。コ

ロナウィルス肺炎の拡大防止優先のため仕方ないことではありますが、事実上の春休みになっ

てしまったので、みなさんに伝えたいことをまとめました。 

 

① 正しい生活習慣を維持していますか。 

起床・学習・就寝などの時刻を、毎日、固定して維持できていますか。 

 学校休業期間も岸高手帳に日々の計画をたてて、たくさんの宿題を消化しなさい。 

 

② 授業に集中できましたか。 

塾だのみで、学校の授業・考査・その振り返りをおろそかにしていませんか。 

 

③ 目標設定はできていますか。 

 卒業後の進路の目標は明確ですか。「入試制度」については二転しましたが、志望大学の受験

科目配点などを再度確認しておいてください。 

 

「先んずれば人を制す」、「2 年生の３学期と春休みは３年生の０学期」などと言いますが、 

健康に留意されて、いいスタートを切ってください。 

 

 
 
 



 
 

『完成現代文』 ステップ１（１～８） 

 
 

 『スタディアーク 古典』１～４，16～18 

※現代文、古典とも 4 月 8 日 15 時までに国語科前に提出すること。 

 組番は３年のものを記入すること。 

 

 

理系（１～４組） 

１．数学ⅠAⅡB の復習問題冊子 

２．数学Ⅲの復習冊子 

３．Focus Gold の練習問題 ０問以上 

 

文系（５～８組） 

１．数学ⅠAⅡB の復習問題冊子 

２．Focus Gold の練習問題 ０問以上 

※提出は問題冊子を参照すること 

 

 

１． Next Stage   P. 126～P. 187 

２． システム英単語 P. 284～P.313 

※提出物なし提出物なし提出物なし提出物なし。 ※宿題考査では上記範囲及び応用問題を出題 

   

 

（理系全員） 

 各自で春期休暇中の学習計画を考え、実施状況とともに表にまとめて、実施した内容がわ

かるもの（ノート等）とあわせて提出すること。 

提出場所：化学準備室前 

提出日 ：４月８日（水）１５時まで 

※１ 提出状況や内容は成績には反映しない。 

※２ 提出物は３年の組番を記入して各自で提出各自で提出各自で提出各自で提出すること。 

  



 

 

「生物基礎」を受験で選択する人向け 
大学入学共通テストに向けて確かな知識の習得を行いましょう。いかに早く知識を自分の

ものにできるかが高得点を取れるかどうかを左右します。まずは１年生のときに使っていた「セ「セ「セ「セ
ミナー生物基礎」ミナー生物基礎」ミナー生物基礎」ミナー生物基礎」をまずは基本問題だけで構いませんので解きましょう。すっかり忘れている
人も多いかと思いますので、できるだけ早くはじめましょう。できるだけ早くはじめましょう。できるだけ早くはじめましょう。できるだけ早くはじめましょう。 

その上で来年度の演習の授業を受ければより知識が定着すると思います。 
いかに早く着手できるかが成功を左右します。 
 

「生物」を受験で選択する人向け 
生物で受験する人も「セミナー生物」「セミナー生物」「セミナー生物」「セミナー生物」の既習範囲をまずは基本問題だけで構いませんので復

習しましょう。確かな知識の習得を行ってください。いかに早く知識を自分のものにできる
かが高得点を取れるかどうかを左右します。 

知識に加えて「生物｣で必要となるのは読解力と考察力です。普段から教科書や問題文をよく
読むという癖をつけて、何が書かれているかを読み解けるようになっておいてください。 

おすすめの教材は「生物学オリンピック過去問」「生物学オリンピック過去問」「生物学オリンピック過去問」「生物学オリンピック過去問」です。 
（http://www.jbo-info.jp/jbo/jbo-log.html に掲載）生物学オリンピックの問題は選択式ながら

非常に良くできています。最初は教科書や図説を調べまくってもいいです。読解力を鍛えるの
にももってこいです！ぜひチャレンジしてみてください！ 

 
「生物基礎」「生物」に共通するポイントをまとめました。 

ポイント 
・全範囲をまんべんなく学習する。苦手な分野・項目をつくらない。 
・正確な知識を確実に。 
上記二つができたら、さらに 
・文章を丁寧に読みとる練習、各分野で頻出の計算問題、初見の題材に対する演習を行う。 
 
よくある失敗のポイント 
・開始が夏休み以降になる。 
・センター形式の問題だけで対策する。 
 
みなさんの努力を応援します！ 

 
 


